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八
火
図
書
館
の
老
朽
化
に
対
す
る
不
安
は
、旧
町
時
代
か
ら
の
課
題
で
あ
り
、建
物
の
整
備
な
ど
に
つ
い
て
検
討
委
員
会
で
協
議
が
重
ね
ら
れ
て

き
ま
し
た
。こ
の
結
果
、現
在
の
宮
原
振
興
局
を
解
体
し
、図
書
館
と
振
興
局
機
能
を
併
せ
持
っ
た
新
し
い
複
合
施
設
を
建
設
す
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。

こ
の
ほ
ど
施
設
の
基
本
設
計
が
完
成
し
ま
し
た
の
で
、そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

『
八
火
図
書
館・宮
原
振
興
局
』が
生
ま
れ
変
わ
り
ま
す

建
設
の
基
本
設
計
完
成

①
学
校
図
書
館
な
ど
の
中
心
と
な

る「
Ｈ
Ｕ
Ｂ
図
書
館
」

　

氷
川
町
に
は
、氷
川
中
・
竜
北

中
・
宮
原
小
・
竜
北
東
小
・
竜
北
西

部
小
の
５
つ
の
学
校
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
５
つ
の
学
校
と
竜
北
歴
史
資

料
館
を
含
め
、図
書
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
つ
な
ぎ
、相
互
の
図
書
検
索
が
行

え
る
な
ど
連
携
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

こ
れ
ら
の
学
校
図
書
館
の
核
と
な

り
、先
頭
と
な
る
べ
く
整
備
を
行
い
、

蔵
書
数
も
現
在
以
上
の
確
保
を
目

標
と
し
ま
す
。

②
文
化
の
拠
点
と
し
て
、お
年
寄

り
か
ら
子
ど
も
ま
で
集
ま
れ
る

「
に
ぎ
わ
い
の
場
」

　

本
計
画
地
は
、現
宮
原
振
興
局

が
あ
る
場
所
で
あ
る
た
め
宮
原
地

区
の
中
心
地
と
な
り
ま
す
。現
宮
原

振
興
局
を
解
体
し
、図
書
館
と
新

た
な
庁
舎
を
建
設
し
、世
代
を
越

え
た
交
流
の
行
え
る「
に
ぎ
わ
い
の

場
」を
作
り
ま
す
。

③「
ま
ち
づ
く
り
拠
点
地
域
」の

　
中
心
と
な
る
外
観

　

こ
の
地
域
は「
ま
ち
つ
く
り
酒

屋
」や「
ま
ち
づ
く
り
情
報
銀
行
」に

代
表
さ
れ
る
氷
川
町
の
ま
ち
づ
く

り
拠
点
地
域
に
な
っ
て
い
ま
す
。ま

た
、周
辺
は
水
路
や
公
園
も
あ
り
、

水
と
緑
に
あ
ふ
れ
、古
い
建
築
物
と

自
然
が
交
錯
す
る
こ
の
場
所
に
存

在
感
を
持
つ
建
物
を
建
築
し
ま
す
。

　

施
設
の
新
築
、旧
議
会
棟
改
修
、

受
電
施
設
改
修
な
ど
こ
れ
か
ら

詳
細
な
設
計
を
行
い
ま
す
が
、約

４
億
円
の
費
用
を
見
込
ん
で
い
ま

す
。合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し

ま
す
の
で
、町
の
実
質
負
担
は
、約

１
億
円
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
２
月（
予
定
）に
は
、

現
在
の
宮
原
振
興
局
本
館
の
解
体

作
業
に
着
工
し
ま
す
。作
業
前
か
ら

　

宮
原
振
興
局
南
側
に
あ
る
旧
議

会
棟
は
、現
在
、空
き
家
状
態
で
す

が
、緊
急
時
の
備
蓄
倉
庫
や
書
庫
、

防
災
無
線
の
無
線
室
な
ど
宮
原
地

区
に
お
け
る
防
災
の
拠
点
と
し
て

活
用
し
ま
す
。

　

ま
た
、２
階
部
分
は
商
工
観
光

課
の
執
務
室
と
し
て
も
使
用
し
ま

す
。

八火図書館は、電通よ
り創立70周年記念事
業の一つとして昭和48
年に寄贈されました。
星郎氏の雅号「八火」に
ちなんで八火会館と名
づけられ、のちに八火
図書館となりました。

※基本設計イメージですので、実施設計にて若干の変更がある場合があります。

◀光永星郎氏

▲老朽化が課題となっている現八火図書館

④「
白
」と「
黒
」街
並
み
に
な
じ
む

色
彩

　

敷
地
周
辺
に
な
じ
む
色
彩
と
し

て
、建
物
の
内
観
・
外
観
に「
白
」と

「
黒
」を
採
用
し
、重
厚
感
を
出

す
と
と
も
に
、周
辺
の
緑
と
の
調

和
を
図
り
ま
す
。「
黒
」は
、屋
根
の

瓦
や
木
材
を
着
色
し
た
外
壁
な
ど
、

「
白
」は
外
壁
や
内
壁
の
塗
装
な
ど

に
使
用
し
て
い
き
ま
す
。

⑤「
八
火
図
書
館
」の
歴
史
を
継
承

　
「
八
火
図
書
館
」と
命
名
さ
れ
て

い
る
と
お
り
、電
通
創
始
者
で
あ
る

光
永
星
郎
氏（
八
火
先
生
）の
文
化

的
な
貢
献
は
後
世
に
伝
え
て
い
く
べ

き
も
の
で
す
。八
火
図
書
館
と
い
う

歴
史
を
残
し
、光
永
氏
の
功
績
を
顕

デ
ザ
イ
ン
コ
ン
セ
プ
ト

平
成
27
年
４
月
供
用
開
始
予
定

工
事
期
間
中
は
振
興
局
機
能
を

ま
ち
づ
く
り
情
報
銀
行
へ

旧
議
会
棟
を
活
用

■今後のスケジュール（予定）

※現八火図書館解体後は、宮原福祉センター駐車場
　として利用予定です。

年　　月 内　　　容

平成 25年 6月 新築に伴う実施設計発注
７月 旧議会棟改修工事着工

平成 26年１月 宮原振興局機能をまちづくり
情報銀行へ仮移転

２月 現宮原振興局庁舎解体工事着工

７月 複合施設新築工事着工

平成 27年２月 図書館・振興局を移転

４月 新施設供用開始

６月 現八火図書館解体工事着工

■建物概要（新築部分）
　住　　所：氷川町宮原栄久69番地1
　延床面積：772.65㎡
　構　　造：鉄骨造　平屋建て
　構　　成：八火図書館と宮原振興局の複合施設
　駐  車  場：31台（うち身障者用1台）
　※現在利用している宮原振興局の本館と旧議
会棟について、旧議会棟は残し、本館のみを
図書館を含んだ複合施設として建て替えを
行います。

彰
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
建
物
内
に
設

け
、町
民
に
周
知
し
て
い
き
ま
す
。

新
施
設
完
成
ま
で
の
期
間
、振
興

局
機
能
を
一
時
的
に
ま
ち
づ
く
り

情
報
銀
行
へ
移
転
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、ご
迷
惑
を

お
掛
け
い
た
し
ま
す
が
、ご
理
解
と

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

【東側】

【正面】


